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ブタ・イノシシ歯牙セメント質年輪の形成要因と考古学的応用

中川毅人

はじめに

考古学において先史時代の人|M1活動は、様々な分析方法によ}〕1ﾘ|｢先されている。人ｌＩＩ]活動の中で狩

猟活動は、狩猟道具や動物骨の分析等、様々な角度からアプローチされているところである。遺跡か

ら出土する動物ｲｻは、過去の人間によって食料として捕狸された動物の遺体であることが多く、これ

らを詳細に分析することで多くのことを解明することが可能である。このような動物骨を利用した研

究方法は、動物考古学として多くの研究者によってなされているところであるが、その中で、動物遺

体の歯牙に形成される成長線を観察し、過去の狩猟活動の季節性をⅢ]らかにしようとする方法がある。

筆者は、この研究法が考古学に週111できるのかどうか、その方法論について実証性と確実性の検討を

試みた。その結采、歯牙セメントIHIに形成される年輪観察による死亡ｲＩＺ齢および季節を査定すること

は方法論として有効であり、さらに平成19年６月から|司年１１月まで現生家畜ブタの歯牙セメント質に

年輪が形成されているかどうかの観察を行った結果、家畜動物には年輪が形成されない可能性がある

ことがわかった（中川2008)。今回は、リlき続き行った現生家畜ブタの歯牙セメント質観察の結果と、

その結果を踏まえた先史時代の動物利用についての考察を行う。

1．現生家畜ブタ歯牙セメント質の観察

(1)資料

筆者は平成19年６１]から同年１１１１までの間、現生家畜ブタの歯牙を観察した。資料は熊本県食肉セ

ンター（熊本県菊池市七城町）で屠殺された家畜ブタで、主に熊本県北部の養豚場から迎ばれてきた

ブタである。年齢は５歳以上がほとんどで、性別は雌が多く、１１)産を数回終えたブタが多い。観察の

目的は、歯牙セメント質年輪の形成要因を明らかにすることと、年輪の年間を通した季節的な形成過

程を明らかにすることであったため、平成19年12月以降もli1様の資料を採取して観察を続けた。その

結果、平成19ｲ|皇12)jに６頭、平成20年１１]に７頭、同年２月に６頭、｜可年３月に６１jil、｜可年４月に５

頭、同年５月に８頭の計38頭の家畜ブタについて観察した。方法はこれまでと同様で、ブタの左下顎

第１後臼歯を抜歯し、それを頬舌方|ｲﾘに切断、その切断面を研醗後、実体顕微鏡下で観察した。同時

に切断面をデジタルカメラで搬影し、コンピュータ画像による観察も行った。

（２）観察結果

その結果、平成19年12月以降の家畜ブタの歯牙セメント質にも年輪は形成されていなかった（第１

表、写真ｌ）。家畜ブタの歯牙セメント質断面には、通常見られる途Iﾘ]１ＷとにI色liFiが交瓦に重なる年

輪ではなく、｜[|色１１１のみが形成されていたのである。また、冬に死亡した動物の歯牙セメント質の最
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外部は通常透明層で終了しているのだが、平成19年12月から平成20年２月頃の冬季に屠殺された家畜

ブタの歯牙セメント質断面の最外部は、白色層で終了していた。よって、平成19年６月から平成20年

５月までの１年間を通して、７３頭全ての家畜ブタの歯牙セメント質には年輪は形成されていないこと

が明らかとなった。
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資料番号４２白色層のみ形成され透明層の形成なし資料番号４３白色層のみ形成され透明層の形成なし
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資料番号５１白色層のみ形成され透明層の形成なし資料番号５５白色層のみ形成され透明層の形成なし
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資料番号６４白色層のみ形成され透明層の形成なし資料番号７０白色層のみ形成され透明層の形成なし

写真１現生家畜ブタ下顎第１後臼歯のセメント質
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資 号 年齢セメント層の観察

5~矛一率H胃ﾌﾌ形研ﾋﾞﾗ55-ETEi苞扇7ｱﾜ〔7層ｉｒざ~五〒;j5-ﾜｰﾏ
5才以上年輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色liWのみ形成されておI)、
5才以上年輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色liiのみ形成されてお}〕、
5才年輪の形成なし（白色lWiのみ形成されており、
5才年輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色１両のみ形成されておI〕、
５才以上年輪の形成なし（白色1Fiのみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色iiiのみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色牌のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色肘のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色1Wiのみ形成されており、
5才以上イ１２輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色1Wのみ形成されており、
5才以上イ'二輪の形成なし（白色厨のみ形成されており、
5才以上イ'二輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
５才以上イド輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
５才（11輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
5才イド蛤の形成なし（白色liDiのみ形成されており、
5才以上年輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
5才以上年拾の形成なし（白色屑のみ形成されており、
５才以上イ|:拾の形成なし（白色層のみ形成されており、
5才以上イ|{拾の形成なし（白色用のみ形成されており、
5才年輪の形成なし（白色肘のみ形成されており、
５才以上H1畠輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
５才以上イ|:輪の形成なし（白色１１Wのみ形成されており、
5才以_上年輪の形成なし（白色RVIのみ形成されており、
５才以上年輪の形成なし（白色屑のみ形成されており、
５才以上111輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
５才以上イ'２輪の形成なし（白色眉のみ形成されており、
５才以lミイド輪の形成なし（白色肘のみ形成されておI)、
５才以上年輪の形成なし（白色肘のみ形成されており、
５才以｣二年蛤の形成なし（白色)Ｆ１のみ形成されており、
５才以上年蛤の形成なし（白色層のみ形成されており、
５才以上イ１１輪の形成なし（白色層のみ形成されており、
５才以上年輪の形成なし（白色1Wiのみ形成されており、
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第１表現生家畜ブタ第１後臼歯セメント質の観察

2．歯牙セメント質年輪の形成要因

では、なぜ家畜ブタの歯牙セメント質には年輪が形成されていないのであろうか。このことについ

て、平成19年６月から同年11月まで家畜ブタの歯牙セメント蘭を観察した段階で、食料を中心とする

周囲の環境と大きく関わっているのではないかと推測したのだが（中)''2008)、この年輪形成の要因

を理解しておくことは、先史時代巡跡から１１１土する動物遺体に短歯型の中型獣が多い'二1本においては

考古学上菰要な怠義を持つため、ここで11)度検討したい。

以下に、歯牙セメント質の年輪の形成妥因に関するこれまでの二ｉｉな考えをまとめる。

・食生活をｉｉとする季節的な環境の変化によるもの

・妊娠･川藤の生理的ストレスによるもの

・セメント質内で分泌される有機物liIの季節的成長の変化によるもの

この３点について、今回の観察結lILを踏まえて検討したい。

(1)年輪形成要因の検討

ａ、食生活を三iiとする季節的な環境の変化
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て一定の咬合圧がかかることになる。また、こ
写真２現生イノシシ下顎第１後臼歯セメント質

れらの飼料はやわらかいものがほとんどである
（福岡県筑紫野市産平成20年３月捕獲）

から咬合圧は弱く、セメント質にかかる圧力も 透明層が３層形成されており、その外側に白色層

弱い為、石灰質の沈着は強弱の変化なく一定のが形成され始めている。

速度で進んでいくのである。今回観察したブタ

の歯牙セメント質が白色層単一で形成されていたことは、以上の要因と合致しており、年輪形成の要

因は食料による可能性が高い。

では次に、野生イノシシの歯牙セメント質を見てみる。写真２は、平成20年３月に福岡県筑紫野市

で捕獲された野生イノシシの下顎第１後臼歯のセメント質断面である。これには黒色の透明層と白色

層が交互に重なる成長線が形成されており、年輪として確認することができるのである。このイノシ

シが捕獲された周辺の環境は、草木の生い茂る山野が広がり、まさに野生動物が生息するに適した場

所である。このような環境で育ったイノシシには年輪が形成され、家畜ブタには形成されないという

ことは、年輪形成はセメント質内の有機物質そのものの季節的な成長の変化や性別に起因するのでは

なく、生息した周囲の環境、特に食物に起因するものと考えてよいのではなかろうか。具体的には、

野性で育った動物は、秋から冬にかけては食物とする植物等も硬質化し、その結果咬合圧が強まり石

灰質が強く沈着することで透明層が形成され、春から秋にかけては植物等が軟質化して咬合圧が弱ま

り、石灰質の沈着も弱まり白色層が形成されると考えられるのである。つまり、摂取する食物の季節

的変化が、歯牙セメント質年輪形成の要因と考えられるのである。

ｂ・妊娠･出産の生理的ストレス

では次に、その他の要因として考えられているものについて検討したい。前述のHerenGrue＆

BirgerJensenは、妊娠･出産のストレスも年輪形成の要因として挙げている（HerenGrue&Birger

Jensenl979)。ところが、彼らはそれがどのように年輪形成に影響を与えるかという具体的な事まで

には言及していない。おそらく、妊娠・出産のストレスで咬合圧が強まり、その結果歯牙セメント質

にも強い圧力がかかり強度に石灰化されながら沈着することで、透明層が形成されるということであ

ろうと思われる。ところが、今回観察した家畜ブタの雌は出産を数回終えているにもかかわらず、透

明層が形成されたものは全く見られなかったのである。よって、妊娠・出産の生理的ストレスが要因

であるという可能性は極めて低いと考えてよいであろう。

ｃ・有機物質の季節的成長の変化

Kleveza1,ＧＡ＆Inemenbergは、有機物質は一般的に冬季に成長速度が遅くなる性質を有すること
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から、歯牙セメント質の成長速度も遅くなり、強度に石灰化されながら沈着することで透明層が形成

されると考えた（Kleveza1.ＧA&Kleillellbergl969)。従って、彼らの考えによれば野生動物と家畜動物

とにかかわらず、全ての動物の歯牙セメント質に年輪が形成されることになる。ところが今回観察し

た家畜ブタのＮｉ牙セメント質には年輪が形成されていなかったため、この可能性も極めて低いといえ

よう。

（２）年輪形成の要因

以上より、ｌ}|Ⅲi牙セメント質の年輪形成の要因は、主にその助物が摂取する食物の季節的変化である

と考えられる二よって、このことは家畜ブタに限らず、その他の家畜動物の歯牙にも総じて年輪は形

成されない可能性が高い二したがって、歯牙セメント質の年輪観察により死亡年齢および季節を査定

できるのは、野生動物に限定されることになる。

3．先史時代出土資料の再検討

（１）イノシシ（ブタ）飼育の問題

筆者らは、この年輪観察を先史時代逝跡から出土した動物に応)1]し、当時の狩猟活動の季節性につ

いて推定した（中川・西中川・'１１元2005)。前述のとお')、歯牙セメント質の年輪観察による死亡年

齢及び季節の森定は野生動物に限定されることになる。ところが、弥生時代にはイノシシ（ブタ）を

飼育していたと主張されることがあI)、既に観察した先史時代の資料中にも飼育されたイノシシ（ブ

タ）が存在したIIJ能性があるのである。よって、このことについて以下で再検討したい。

（２）資料の11j検討

年輪観察により死亡年齢および季節を森定した先史時代巡跡は、

縄文時代：柵間県新延貝塚、熊本ﾘiL蝋橋貝塚、鹿児島県W〔野貝塚

弥生時代：佐賀県牟田寄遺跡・託lI1Wi分貝塚、大分県下郡桑iYijui跡、鹿児島県商機貝塚

であ})、以｣二の遺跡から出土したシカ、イノシシの下顎第１後l:]歯のセメント質断iiiを観察したｃ現

生家畜ブタの例をみてもわかるように、この中に飼育されたブタがいたとしたら、歯牙セメント質に

は年輪が形成されていないと考えられる。

ところが以１２の遺跡から出土した浅科には、風化による劣化で年輪が消失したものを除き、全ての

資料に年輪が形成されていた。家畜ブタのように白色層単一で形成されたセメント質を有するものは、

全く含まれていなかったのである。ただし、草野貝塚の資料は年輪がやや不明瞭なものが多かった。

しかし、全体的に資料が風化しており観察可能であったものも全体の約50％であったことから、これ

は遺跡における資料の保存状態によるものと考えられる。それに対し、弥生時代の牢１１１群過跡、託田

西分貝塚、下郡桑苗遺跡は遺物の保存状態が良好な為むしろｲ1禺輪は明瞭で、比較的容易に観察を行う

ことができた。つまり、歯牙セメントIiljに年輪が形成されているということをもって、これらの資料

中には飼frされたイノシシ（ブタ）は含まれていないと考えられるのである。ただし、年輪が形成さ

れていないiif料をもって、飼育されたイノシシ（ブタ）のものであると考えることはできない。前述

のように風化による劣化であるIIJ能性も１－分考えられるからである。

また、ここでいう歯牙セメントliI〔に年輪が形成されないイノシシ（ブタ）とは、食料をはじめ生活

環境が人'''１の答理下に置かれた完全に家畜化されたものを指しており、キーピングされたイノシシは

含まない。イノシシがキービングされていたとしたら、食料は人lIUから与えられる飼料に限らず野生
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の物も含まれる為、年輪が形成される可能性は十分考えられる。そこで、先史時代におけるこのよう

なイノシシのキーピングの可能性について、前記の遺跡を中心に考えてみたい。

4．先史時代のイノシシ（ブタ）飼育

(1)先史時代のイノシシ（ブタ）に関する研究

まず、先史時代のブタ飼育に関するこれまでの研究史について概観したい。

日本で最初にブタの存在を主張したのは直良信夫である。直良は、長崎県カラカミ貝塚で出土した

イノシシの歯牙が大陸のものに近似していることに着目し、ブタの存在を提唱した（直良1937)。そ

の後、金子浩昌と牛沢百合子は、大阪府池上遺跡のイノシシの数が多いこと、イノシシの幼獣が大半

を占めることに着目した。彼らは、この年齢構成は自然現象に反するものであり、イノシシ飼育が考

えられている中国の西安半波遺跡、断江省河姐渡遺跡のそれと酷似することから、池上遺跡でイノシ

シを飼育していた可能性を指摘した（金子・牛沢

1980)。その後、西本豊弘は大分県下郡桑苗遺跡で

イノシシの頭蓋骨の形状が野生のものと異なること

からブタの存在を主張し（西本1989,1992)、さら

に縄文時代にもブタを飼育したと論じている（西本

2003)。しかし、小澤智生は縄文時代と弥生時代の

イノシシ骨の形状に明確な差は認められないと指摘

する（小澤2000）など、これらに対する反論も多く、

この問題については未だ明らかにされていないのが

現状である。

（２）縄文時代におけるイノシシ飼育

まず、縄文時代の遺跡で資料数がまとまっている

熊本県黒橋貝塚と鹿児島県草野貝塚についてみてみ

よう。両遺跡の年齢構成に着目すると、黒橋貝塚は

比較的若いイノシシが多いことがわかる（第１図)。

特に０～１歳の幼獣が非常に多く、これは大阪府池

上遺跡におけるイノシシの年齢構成に近似しており、

黒橋貝塚でのイノシシ飼育の可能性が浮上

三息匡鰯鰯脇裏讓腔

因１

ⅢⅢ

第１図縄文時代遺跡出土イノシシの死亡年齢

４
３
２

'よ雌の比率が高くなり、また年齢も高齢の

雌が多くなるはずである。そこで、黒橋貝

塚の`性別の査定を行った。性別の査定は、

犬歯の観察により行い（年齢が若く犬歯の

発達が遅いもの、犬歯が抜け落ちているも

のは査定できない)、計１８頭のイノシシに

ついて査定できた。その結果、全体的な`性

111 国
0

Ｏ鰻１厳２歯３塵４ｶ，５飯６厳７ｍｌｓ血ｇ歯１０血１１歯１２寵１３戯１４戯
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第２図黒橋貝塚出土イノシシの性別および年齢
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別の構成比は雄13頭、雌５頭で雄の比率が高く、年

齢は７歳、９歳、１２歳と高齢の雌がいるもののそれ

と同時に雄も８歳、１２歳、13歳、１４歳と高齢のもの

が多く見られた（第２図)。すなわち、』性別の構成

比には飼育の痕跡は残されていないようである。

よって、黒橋貝塚、草野貝塚ともイノシシ飼育の可

能性は低いと考えられよう。

（３）弥生時代におけるイノシシ飼育

次に弥生時代についても、下郡桑苗遺跡、託田西

分貝塚、牟田寄遺跡で同様の分析を行った。まず年

齢構成に着目すると、３遺跡とも比較的若いイノシ

シが多い（第３図)。よって年齢構成では、３遺跡

ともイノシシ飼育の可能性を指摘することができる。

次に性別の査定を行い、託田西分貝塚５頭、牟田寄

遺跡６頭のイノシシについて査定した（第４図)。

下郡桑苗遺跡については年齢が若く未発達の上、ほ

とんどが抜け落ちていたため査定できなかった。そ

の結果、託田西分貝塚には高齢の雌イノシシはおら

ず、４歳の雄が最高齢であった。また、全体的な性

別の構成比は雄２頭、雌３頭でほぼ均等しており、

性別から飼育の可能性を指摘するにはやや祷跨する。

これに対し牟田寄遣跡は、雄１頭に対し雌５頭で

雌の比率が高く、さらに雌の年齢をみてみると３歳、

－，６歳、７歳、９歳、10歳で高齢のものが多い

｜(一般的に`歳以上は老獣とされる几この二
厘一鵡譽里壽襄鯛噸禦雰警

らにこのことを補強するように、牟田寄遺跡

｜蝋;?禰貢菫麟臓曼
■－１〈占い(祭祀儀式)に供する目的をも有し、

｜イノシシと人間との特別な関係を示している

□5斤のである。このような卜骨を用いた占い（祭

|巴早「祀儀式）は、身近にイノシシをキーピングし

Ｌ吾菫二鮒窪冥鰯騰襄
-－．獲しにいくことは非効率的であろう。以上の

Ⅸ年齢ことから、牟田寄遺跡ではイノシシを飼育
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第３図弥生時代イノシシの死亡年齢
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第４図 弥生時代遺跡出土イノシシの性別および年齢
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(キービング）していた可能性が考えられる。

5．総括

現生家帯ブタの歯牙に成長線が形成されるかどうかの観察を行い、その結果を先史時代辿跡出土の

動物骨に応)ｌＬて再検討を行った。その給来、以下のように要約できる。

ｌ）家畜ブタには１年間を通して成長線が形成されないため、家畜化された動物には年輪は形成され

ない可能性が高い。

２）歯牙セメント質の年輪形成は、摂取する食物の季節的変化に起因すると考えられる。

３）先史時代逝跡から１１１土したイノシシには年輪が形成されていたことから、少なくともそのI:|］には

現代の家畜のように飼育されたイノシシは含まれていない。

４）ただし、年齢榊成、性別榊成からの考察では、佐賀ﾘﾊ牢Ⅱl符遺跡でイノシシの飼育（キーピン

グ）を行った可能性があるｃ

引用文献

Ｇ､Ａ､I《leveza１，ｓ＆Ｓ,Ｅ｣<leinerlbeTg・Ａｇｅ〔](DIel･lIlinationofnMlln】uMllsllDmannual］ayersinI・eeIllnndbones、

ノsjnel抄)℃，)、"わ)･Scね)2t!/ｉｉｃｌﾊﾟmslulio》zs・Jerusale】n.l969

HelGI1Grue＆Bil恩erJensenRGviewofIll(〕Ibrmationofinc1℃menLe〔llinesinI;oothcementllmo「terrestrial

mallllllals.、αγLiS几PPUietuq/，α)wlJfologU.,１１(3).1979.])p3-48

小灘11W生「細文・称４k時代に豚は飼われていたか？」「季刊考古学」第73号雄111間2000年ppl7～２２

金子,ｉＩｌｉ圏・』'二沢百合子「池_上逝跡のuiIl物逝体」「池上・'111ツ池辿跡’二|然逝物職上財団法人大阪文化財ｾ

ﾝﾀｰ1980年pp9~32

直良信夫「|]本史前時代における豚の'111題」？人類学雑誌」第52巻東京人類学会1937年pp286～296

中)||毅人「動物週休の死亡年齢および季節の森定」「熊本大学社会文化研究』６熊本大学大学院社会文

化科学研究科2008年pp255～２６５

１１リ１１澱人・iuiI1ﾐlIll駿・111元堀之「九州の先史時代遺跡lⅢ=I:ﾘﾘﾉ物`'１．の死亡ｲ|ﾖ齢および季節森定_|「71『文化談

砿」第53染2005年ppl5～２９

西}H巌編「牟田寄逝跡Ⅵ』佐賀市文化１Ｍ調在報告書第89』Ll998ｲ1：

西本蝋弘「下郡桑苗j11t跡出土の動物11t体」了下郡桑苗遺跡」大分UrL文化財調姦報告書第８Ojlii大分県教育

委貝会1989年pp48～６１

西本職弘「下郡桑Ni迦跡ＩＨＩ士の動物辿体JrT1111桑苗遺跡IIj大分県文化11ｲiiM在報告響:第８OIlili大分県教

育委貝会1992年pp92～110



-r9 • -r j •> •>ffiif-t > > h g^ftojgiftffiia t -*ft3* rcusffl 163

Archaeological application of a factor of formation annual layers in tooth cement

Nakagawa Taketo

In archaeology,there is a method to determine which season the animal die and how old the animal die

by examining the tooth cement and counting its annual layers of excavated animal remains.To examine

why an annual layers is formed in tooth cement, I observed tooth cement of domestic pig from June

2007 to May 2OO8.As a result of observation .there is no annual layers of all them.I concluded that annual

layers in tooth cement is limited to a wild animal,and a domesticated animal does not have.The factor of

it is regarded as seasonal variation in feeding.Therefore,vve can not find an annual layers in tooth

cement of past domesticated animal. Though there is a possibility that there is domesticated pig in

Jomon and Yayoi period, I could find an annual layers in all archaeological specimens which I examined

till now which was found in excavations.Therefore.I thout that there is not domesticated pig in

archaeological specimens I examined. But.there is a possibility that there is a wild pig keeped by human

in Mutayori site from viewpoint of ratio of age and sex.




